
六
貧

。
平

城

宮

跡

第

一
三

次
調
ｅ

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
五
年

（昭
４０
ゴ
ニ
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
枢
本
亀
治
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

。
官
衝
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
期

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
官
の
西
面
中
央
門
の
付
近
に
あ
た
る
。
発
掘
面
積
は
三
六
〇

〇
だ
で
、
南
北

一
二
〇
ｍ
の
長
狭
な
範
囲
を
設
定
し
て
行
わ
れ
た
。
検
出
し
た

主
要
な
遺
構
は
、
宮
の
西
面
中
央
門
（佐
伯
門
）
の
東
半
分
と
、
こ
の
問
に
と
り

つ
く
西
面
大
垣
の
ほ
か
、
南
北
塀
六
条
と
東
西
塀
五
条
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
及

び
井
戸
三
基
で
あ
る
。
木
衛
は
発
掘
区
の
西
南
隅
に
近
い
と
こ
ろ
で
み
つ
か
っ

た
土
羨
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
木
簡
は
墨
痕
が
数
点
み
ら
れ
る
も
の
の
解
読
は

で
き
な
か
っ
た
。

９
　
参
考
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
六
六
』

（
一
九
六
六
年
）

同

『
平
城
官
発
掘
調
査
報
告
Ⅸ
』
盆

九
七
八
年
）
　
　
　
　
　
（鬼
頭
清
明
）

六貧

。
平
城
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
六
年

（昭
狙
）
一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
戎
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
山
信
三

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

。
官
衝
跡

６
　
迫還
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
調
査
は
平
城
宮
跡
東
域
に
関
西
電
力
が
電
柱
を
立
替
え
る
際
に
行

っ
た

も
の
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
平
城
宮
跡
が
、
関
野
貞
推
定
の
東
限
よ
り
も
さ
ら

に
東
へ
拡
張
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
周
知
の
遺
跡

上
で
の
開
発
工
事
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
発
掘
地
点
は
、
６
Ａ
Ｌ
Ｒ
区
に
属
す

る
。
発
掘
面
積
は
電
柱
の
立
替
え
に
必
要
な
範
囲
で
行

っ
た
の
で
、
四
ド
に
す

ぎ
な
い
。
上
羨
状
の
遺
構
の
一
部
を
検
出
し
、
そ
の
中
か
ら
、
木
片
多
荻
と
と

も
に
木
簡
四
点
が
み
つ
か
っ
た
。
釈
読
可
能
な
の
は
一
点
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文
と
内
容

①

　

□
□
　
一
未
　
□

（
μμ⇔
）
×
μ］
×
⇔　　Φ∞
Ｐ

（
鬼
頭
清
切
）




